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ま え が き

本ソフトウェア説明書は，

ＳＩＭＰＬＩＡ／ＴＦ－ＤＡＴＡＴＯＯＬ 簡易帳票出力オプション Ｖ２３

について説明したものです．ソフトウェアの使用に先立ち, 本書をご一読ください．

本ソフトウェアのインストレーションを実施するにあたり，その2週間前までに当社技術員から本ソフトウェ

アの最新保守情報をお取り寄せのうえ，インストレーションを実施いただくようお願いいたします．また，ご

不明な点は当社の技術員にお問い合わせください．

なお，本書で用いる記号の意味は次のとおりです．

◆参照 → 本書の中の参照箇所を示しています．

◆【】 “適用マニュアル”に記載されているマニュアルの参照箇所を示しています．

例：◆【１】 1.2 ………“適用マニュアル”第1項のマニュアルの1.2 を参照．
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１．機能概要

このソフトウェアは以下の機能を備えている．

詳細は，本書の“３．適用マニュアル”に記載のマニュアルを参照する．

ＯＳⅣ／ＭＳＰ ＳＩＭＰＬＩＡ／ＴＦ－ＤＡＴＡＴＯＯＬ（SIMple development & maintenance

support Program LIbraries for Application system/Testing Facility of DATA processing support

TOOL）簡易帳票出力オプションは，プログラム開発の効率化を支援することを目的とし，入力データを

基に簡易帳票を印刷するアプリケーションプログラムである．

なお, このソフトウェアを使用する場合は, ＳＩＭＰＬＩＡ／ＴＦ－ＤＡＴＡＴＯＯＬ Ｖ２３Ｌ２０が

必須である．

２．構成プログラム

このソフトウェアは表2.1 に示すプログラムから構成されており，簡易帳票出力機能用のモジュールのみ

格納されている．

表2.1 構成プログラム

項番 分 類 プログラム名 バージョン・レベル 備 考

１ 簡易帳票出力機能用 ＪＳＭＹＰ７００ Ｖ２３Ｌ２０
モジュール

３．適用マニュアル

このソフトウェアに適用されるマニュアルは表3.1 に示すとおりである．

表3.1 適用マニュアル

項
マ ニ ュ ア ル 名 称 マニュアルコード 備 考

番

１ OSⅣ SIMPLIA/TF-DATATOOL 解説書 J1M0-9070-02
V21,V22,V23 共用

１



４．ソフトウェア組合せ条件

このソフトウェアを使用するときに必要なソフトウェアは以下のとおりである．

表4.1 ソフトウェア組合せ条件

必 要 条 件
ソフトウェア名 適用Ｖ／Ｌ 備 考

必 須 任 意

AFⅡ 10／10以降 ○

COBOL85 12／10以降 ○

ソートマージ 10／30以降 ○

ADJUST 10／50以降 ○ V10L50の場合は，PTF L89061以降にする．

JEF 基本辞書 01／92以降 ○

GEM 10／30以降 ○ コピーライブラリがGEM の場合必要．

SIMPLIA/TF-DATATOOL 23／20 ○

２



５．提供媒体形式と内容

このソフトウェアで提供される媒体の内容は，表5.1 から表5.2 に示すとおりである．

表5.1 提供媒体形式

ラベル形式 ボリューム通し番号 データセット数 巻 数

ＳＬ Ａ６８４ＲＭ ３ １

表5.2 提供媒体内容

格納
データセット名 内 容

順番

１ DATATOOL.JCL インストール用ジョブ制御文，コピー句解析出力機能用ジョブ制御文,
簡易帳票出力機能用ジョブ制御文，テスト用コピー句

２ DATATOOL.LOAD 簡易帳票出力機能用ロードモジュール

３ DATATOOL.TESTDATA テストデータ

６．ＤＡＳＤ所要量

このソフトウェアのインストレーションを完了したときのDASD所要量の見積りは表6.1 に示すとおりである．

表6.1 DASD所要量
単位は各々次のとおり
レコード長, ブロック長：バイト
ディレクトリ：ブロック
DASD所要量：トラック

データセット名 データセット編成 算 出 式 備 考
項 レコード形式

レコード長 ディレ DASD所要量
番 標準名 変更 ブロック長 クトリ

可否 F6421 F6425

１ USER01. 可 区分編成 １ ２ １
DATATOOL. FB
JCL 80

3120

２ USER01. 可 区分編成 SIMPLIA/TF-DATATOOL と ◆参照 → 7.2
DATATOOL. U 同じライブラリにインス
LOAD - トールする．

6144

３ USER01. 可 順編成 － ２ １ ◆参照 → 7.2
DATATOOL. FB
TESTDATA 100

1000

４ USER01. 可 区分編成 ユーザーで指定する． ◆参照 → 7.4
DATATOOL. FB
KAISEKI 540

5400

３



７．インストレーションの手引

このソフトウェアをインストールするための手順を説明する．

インストールは以下のフローどおり実施する．数字は，以降に示す章・節を表す．

7.1 インストール用ジョブ制御文のローディング

7.2 インストール用ジョブ制御文の修正

7.3 インストール用ジョブ制御文の実行

7.4 コピー句解析情報ファイルの作成

7.5 コピー句解析出力機能用ジョブ制御文の作成

7.6 簡易帳票出力機能用ジョブ制御文の作成

7.7 コピー句解析出力機能の実行と確認

7.8 簡易帳票出力機能の実行と確認

インストレーション完了

７．１ インストール用ジョブ制御文のローディング

インストール用ジョブ制御文は，提供ジョブ制御文の1メンバとして提供している．

７．１．１ 磁気テープ媒体からのローディング

磁気テープ媒体から提供ジョブ制御文をローディングするためのジョブ制御文例を図7.1 に示す．下線部

は修正箇所であり，以下の部分である．

・JOB 名, パスワード，ジョブクラス, シスアウトクラス

・装置名，インストール先のデータセット名，ボリューム通し番号

//?JOB-NO JOB PASSWORD=?PSW,CLASS=?,MSGCLASS=?
//STEP01 EXEC PGM=JSECOPY,REGION=1024K
//IN01 DD UNIT=MT,DSN=DATATOOL.JCL,LABEL=(1,SL),
// VOL=SER=A684RM,DISP=OLD
//OT01 DD DSN=USER01.DATATOOL.JCL,DISP=(NEW,CATLG),
// UNIT=SYSDA,SPACE=(TRK,(1,1,1)),VOL=SER=VOL001
//SYSPRINT DD SYSOUT=*
//SYSIN DD *
COPY INDD=IN01,OUTDD=OT01

/*
//

図7.1 磁気テープ媒体からのローディング用ジョブ制御文例

７．１．２ DVD媒体からのローディング

DVD媒体から提供ジョブ制御文をローディングするためのジョブ制御文例を図7.2 に示す．下線部は修正

箇所であり，以下の部分である．

４



・JOB 名, パスワード，ジョブクラス, シスアウトクラス．

・装置名，インストール先のデータセット名，ボリューム通し番号

//?JOB-NO JOB PASSWORD=?PSW,CLASS=?,MSGCLASS=?
//STEP01 EXEC PGM=JSECOPY,REGION=1024K
//IN01 DD UNIT=SYSDA,DSN=DATATOOL.JCL,
// VOL=SER=DVDVOL,DISP=OLD
//OT01 DD DSN=USER01.DATATOOL.JCL,DISP=(NEW,CATLG),
// UNIT=SYSDA,SPACE=(TRK,(1,1,1)),VOL=SER=VOL001
//SYSPRINT DD SYSOUT=*
//SYSIN DD *
COPY INDD=IN01,OUTDD=OT01

/*
//

図7.2 DVD媒体からのローディング用ジョブ制御文例

[注意事項]

DVD媒体の内容はDASDに転送されていることが前提である．DVD媒体からDASDへの転送については，

DVD適用手引書を参照されたい．

７．２ インストール用ジョブ制御文の修正

インストールするシステムに応じ，インストール用ジョブ制御文を修正する．

７．２．１ 磁気テープ媒体からのインストール

磁気テープ媒体からインストールする場合のインストール用ジョブ制御文を図7.3に示す．提供ジョブ制

御文のメンバ名は“INSTALL”である．下線部は修正箇所であり，以下の部分である．

・JOB 名, パスワード, ジョブクラス, シスアウトクラス

・装置名，インストール先のデータセット名，ボリューム通し番号

なお，当製品では簡易帳票出力機能用のモジュールしか提供していないため，ロードモジュールのインス

トール先はSIMPLIA/TF-DATATOOL(V23L20) と同じライブラリでなければならず，認定ライブラリであって

はならない．

また，SIMPLIA/TF-DATATOOL のインストールが完了しており，インストール確認時の提供テストデータが

使用可能な場合，第2ステップを実行する必要はない．

//?JOB-NO JOB PASSWORD=?PSW,CLASS=?,MSGCLASS=?
//************** LOAD MODULE **************
//STEP01 EXEC PGM=JSECOPY,REGION=1024K
//IN01 DD UNIT=MT,DSN=DATATOOL.LOAD,LABEL=(2,SL),
// VOL=SER=A684RM,DISP=(OLD,PASS)
//OT01 DD DSN=USER01.DATATOOL.LOAD,DISP=SHR
//SYSPRINT DD SYSOUT=*
//SYSIN DD *
COPY INDD=IN01,OUTDD=OT01

/*
//************** TESTDATA *****************
//STEP02 EXEC PGM=JSDGENER,REGION=1024K
//SYSUT1 DD UNIT=MT,DSN=DATATOOL.TESTDATA,LABEL=(3,SL),
// VOL=SER=A684RM,DISP=(OLD,PASS)
//SYSUT2 DD DSN=USER01.DATATOOL.TESTDATA,DISP=(NEW,CATLG),
// UNIT=SYSDA,SPACE=(TRK,(1,1)),VOL=SER=VOL001
//SYSPRINT DD SYSOUT=*
//SYSIN DD DUMMY
//

図7.3 磁気テープ媒体からのインストール用ジョブ制御文

５



７．２．２ DVD媒体からのインストール

DVD媒体からインストールする場合のインストール用ジョブ制御文を図7.4に示す．提供ジョブ制御文の

メンバ名は“INSTALL2”である．下線部は修正箇所であり，以下の部分である．

・JOB 名, パスワード, ジョブクラス, シスアウトクラス

・装置名，インストール先のデータセット名，ボリューム通し番号

なお，当製品では簡易帳票出力機能用のモジュールしか提供していないため，ロードモジュールのインス

トール先はSIMPLIA/TF-DATATOOL(V23L20) と同じライブラリでなければならず，認定ライブラリであって

はならない．

また，SIMPLIA/TF-DATATOOL のインストールが完了しており，インストール確認時の提供テストデータが

使用可能な場合，第2ステップを実行する必要はない．

//?JOB-NO JOB PASSWORD=?PSW,CLASS=?,MSGCLASS=?
//************** LOAD MODULE **************
//STEP01 EXEC PGM=JSECOPY,REGION=1024K
//IN01 DD UNIT=SYSDA,DSN=DATATOOL.LOAD,
// VOL=SER=DVDVOL,DISP=OLD
//OT01 DD DSN=USER01.DATATOOL.LOAD,DISP=SHR
//SYSPRINT DD SYSOUT=*
//SYSIN DD *
COPY INDD=IN01,OUTDD=OT01

/*
//************** TESTDATA *****************
//STEP02 EXEC PGM=JSDGENER,REGION=1024K
//SYSUT1 DD UNIT=SYSDA,DSN=DATATOOL.TESTDATA,
// VOL=SER=DVDVOL,DISP=OLD
//SYSUT2 DD DSN=USER01.DATATOOL.TESTDATA,DISP=(NEW,CATLG),
// UNIT=SYSDA,SPACE=(TRK,(1,1)),VOL=SER=VOL001
//SYSPRINT DD SYSOUT=*
//SYSIN DD DUMMY
//

図7.4 DVD媒体からのインストール用ジョブ制御文

７．３ インストール用ジョブ制御文の実行

修正したインストール用ジョブ制御文を実行する．

６



７．４ コピー句解析情報ファイルの作成

コピー句解析情報ファイルを区分編成で作成する．

なお，SIMPLIA/TF-DATATOOL のインストールが完了している場合は，新たにコピー句解析情報ファイル

を作成する必要はない．

スペース量は次の計算式で求める．このとき，DASD機種により表7.1 の係数をかける．

1コピー句当たりの平均データ項目数
×1データ項目が持つCOBOL の句の平均数（注）×入力コピー句数

× ｎ（ＴＲＫ）
４７４７６

× ｍ ｍ：ブロック化因数
ブロック長＋５１２ ｎ：装置換算係数

注）1データ項目が持つCOBOL の句の平均数：1つのデータ項目が持つPICTURE 句,USAGE句の平均数

図7.5 コピー句解析情報ファイルのスペース量計算式

表7.1 装置タイプと係数

装置タイプ 係数

Ｆ６４２１ １．５

Ｆ６４２５ １．０

また，ディレクトリブロック数は次の計算式で求める．

入力コピー句数

２０

図7.6 コピー句解析情報ファイルのディレクトリ量計算式

７



７．５ コピー句解析出力機能用ジョブ制御文の作成

コピー句解析出力機能用ジョブ制御文は，提供ジョブ制御文のメンバ“JSMYF000”(図7.8)を修正して作成

する．下線部は修正箇所である．

① TF-DATATOOL ロードモジュールライブラリを指定する．

② COBOL85 ライブラリなどの必要プログラムのライブラリを指定する．

ただし，認定ライブラリとなっている場合は，指定してはならない．なお，認定ライブラリの詳細は

“システムプログラミング手引書 タスク管理編”を参照されたい．

ADJUSTライブラリには，動的結合用のトランジェントライブラリを指定すること．

③ 解析対象となるコピー句が入っているライブラリを指定する．

④ コピー句解析情報ファイルを指定する． ◆参照 → 表6.1 項番4

⑤ 大量データ処理での処理性能向上のための最適ブロック長を指定する．

最適ブロック長は次の計算式で求める．

なお，当ジョブ制御文ではDASD機種にF6425 を使用した場合の値を指定している．

このため，同機種の場合は最適ブロック長の算出，修正は省略できる．

その他の機種の場合，指定の値をそのまま使用すると性能劣化のおそれがあるため，必ず算出，

修正が必要である．

1トラック当たりのバイト数（注1） － ５１２
・最適ブロック化因数（切上げ） ＝

1トラックの最適分割数（注2）

・最適ブロック長 ＝ 最適ブロック化因数 × レコード長
レコード形式がVBの場合，最適ブロック長に4を加える．

注1）1トラック当たりのバイト数はDASD機種により異なる．
装置タイプ別トラック内バイト数は表7.2 を参照のこと．

注2）当ツールでは，処理性能向上のための1トラックの最適分割数として2を採用している．

図7.7 最適ブロック長計算式

表7.2 装置タイプ別トラック内バイト数

装置タイプ バイト数

Ｆ６４２１ ２６７９３

Ｆ６４２５ ４７４７６

８



//?JOB-NO JOB PASSWORD=?PSW,CLASS=?,MSGCLASS=?
//******************************************
//* コピー句解析出力 *
//******************************************
//JSMYF000 EXEC PGM=JSMYF000,REGION=2048K
//STEPLIB DD DSN=USER01.DATATOOL.LOAD,DISP=SHR

①
// DD DSN=SYS1.C85L20.COBLIB,DISP=SHR
// DD DSN=SYS1.C85L20.LINKLIB,DISP=SHR
// DD DSN=SYS1.ADJUST.LINKLIB,DISP=SHR

②
//SYSIN DD *
@OPTIONS APOST
@MOPT M='TESTCOPY'
/*
//SYSLIB DD DSN=USER01.DATATOOL.JCL,DISP=SHR

③
//JSMHCZOT DD DSN=&&KAISEKI,DISP=(,PASS),
// SPACE=(TRK,(100,100),RLSE),UNIT=SYSDA,
// DCB=(RECFM=FB,LRECL=540,BLKSIZE=23220)

⑤
//SYSDCT DD UNIT=SYSDA,SPACE=(TRK,(100,100,100)),
// DCB=(RECFM=VB,LRECL=508,BLKSIZE=22865)

⑤
//SYSUT1 DD UNIT=SYSDA,SPACE=(TRK,(100,100))
//JSMHC010 DD UNIT=SYSDA,SPACE=(TRK,(100,100)),
// DCB=(RECFM=FB,LRECL=80,BLKSIZE=23200)

⑤
//JSMHC020 DD UNIT=SYSDA,SPACE=(TRK,(100,100)),
// DCB=(RECFM=VBA,LRECL=255,BLKSIZE=23209)

⑤
//JSMHC030 DD UNIT=SYSDA,SPACE=(TRK,(100,100)),
// DCB=(RECFM=VB,LRECL=259,BLKSIZE=23055)

⑤
//SYSPRINT DD SYSOUT=*
//*
//JSMYFZ00 EXEC PGM=JSMYFZ00,REGION=2048K,COND=(4,LT),
// PARM='REP'
//STEPLIB DD DSN=USER01.DATATOOL.LOAD,DISP=SHR

①
// DD DSN=SYS1.C85L20.COBLIB,DISP=SHR
// DD DSN=SYS1.C85L20.LINKLIB,DISP=SHR

②
//JSMYDI01 DD DSN=&&KAISEKI,DISP=(OLD,DELETE),
// DCB=(RECFM=FB,LRECL=540,BLKSIZE=23220)

⑤
//JSMYDO01 DD DSN=USER01.DATATOOL.KAISEKI,DISP=SHR

④
//JSMYDL01 DD SYSOUT=*
//

図7.8 コピー句解析出力機能用ジョブ制御文

９



７．６ 簡易帳票出力機能用ジョブ制御文の作成

簡易帳票出力機能用ジョブ制御文は，提供ジョブ制御文のメンバ“JSMYPREP”(図7.9)を修正して作成する．

下線部は修正箇所である．

① TF-DATATOOL ロードモジュールライブラリを指定する．

② COBOL85 ライブラリなどの必要プログラムのライブラリを指定する．

ただし，認定ライブラリとなっている場合は，指定してはならない．なお，認定ライブラリの詳細は

“システムプログラミング手引書 タスク管理編”を参照されたい．

③ コピー句解析情報ファイルを指定する． ◆参照 → 表6.1 項番4

④ 入力元のマスタファイルを指定する．

⑤ 大量データ処理での処理性能向上のための最適ブロック長を指定する．

最適ブロック長の計算式は図7.7 を参照のこと．

なお，当ジョブ制御文ではDASD機種にF6425 を使用した場合の値を指定している．

このため，同機種の場合は最適ブロック長の算出，修正は省略できる．

その他の機種の場合，指定の値をそのまま使用すると性能劣化のおそれがあるため，必ず算出，

修正が必要である．

//?JOB-NO JOB PASSWORD=?PSW,CLASS=?,MSGCLASS=?
//*************************************************
//* 簡易帳票出力 *
//*************************************************
//JSMYP000 EXEC PGM=JSMYP000,REGION=2048K,PARM='PREFIX(1)'
//STEPLIB DD DSN=USER01.DATATOOL.LOAD,DISP=SHR

①
// DD DSN=SYS1.C85L20.LINKLIB,DISP=SHR
// DD DSN=SYS1.C85L20.COBLIB,DISP=SHR

②
//SYSIN DD *
FILE MST
COPY TESTCOPY
END-CP

END-FL
FILE REP
TITLE L=4 50 '簡易帳票出力機能確認'

100 DATE PAGE
COPY TESTCOPY
DETAIL L=6 20 テスト項目０１ 'テスト項目０１'
DETAIL L=6 22 テスト項目０４ 'テスト項目０４'
DETAIL L=6 33 テスト項目０７ 'テスト項目０７'
DETAIL L=6 53 テスト項目０２ 'テスト項目０２'
DETAIL L=6 55 テスト項目０５ 'テスト項目０５'
DETAIL L=6 66 テスト項目０８ 'テスト項目０８'
TOTAL EOF L=+3 6 '合計' テスト項目０１ テスト項目０２

END-CP
END-FL
END

/*
//JSMYDM01 DD DSN=USER01.DATATOOL.KAISEKI,DISP=SHR

③
//MST DD DSN=USER01.DATATOOL.TESTDATA,DISP=SHR

④
//REP DD SYSOUT=*,
// DCB=(RECFM=FBA,LRECL=401,BLKSIZE=22857)

⑤
//JSMYLO01 DD SYSOUT=*
//

図7.9 簡易帳票機能用ジョブ制御文
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７．７ コピー句解析出力機能の実行と確認

SIMPLIA/TF-DATATOOL のインストールが完了しており，インストール確認時のコピー句解析情報ファイル

（メンバ名：TESTCOPY）が使用可能な場合，この機能を実行する必要はなく，以降の実行および確認にお

いては，SIMPLIA/TF-DATATOOL のインストール確認時に作成したコピー句解析情報ファイルを使用すれば

よい．

ただし，当オプションを追加で導入する場合で，SIMPLIA/TF-DATATOOL のインストール確認時のコピー句

解析情報ファイルを使用できない場合，7.5 で作成したコピー句解析出力機能用ジョブ制御文を実行する．

以下のとおりに実行し，正常に処理されればコピー句解析出力機能のインストールは完了である．

ａ）実行手順

提供ジョブ制御文の中にテスト用のコピー句が入っている．（メンバ名：TESTCOPY）

そのコピー句を入力として実行する．以下にその手順を示す．

① ジョブ制御文を修正する．説明以外の箇所は“7.5 コピー句解析出力機能用ジョブ制御文の作

成”で修正した内容と同様である． ◆参照 → 7.5

－ SYSIN 制御文は，インストールしたものをそのまま使用する．修正してしまった場合は，

図7.8 のとおりに修正する．

－ SYSLIB DD 文に，提供ジョブ制御文のデータセット名を指定する．

② 実行する．

ｂ）確認方法

以下の項目を確認する．

① プログラム“JSMYF000”と“JSMYFZ00”が共に完了コード０で終了する．

② JSMYDO01 DD 文で指定したコピー句解析情報ファイルに，メンバ“TESTCOPY”が作成される．

もし，結果に異常がある場合は，ジョブ制御文に修正ミスがないか7.5 の作業を再確認する．
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７．８ 簡易帳票出力機能の実行と確認

7.6 で作成した簡易帳票出力機能用ジョブ制御文を実行する．以下のとおりに実行し，正常に処理されれ

ば簡易帳票出力機能のインストールは完了である．

ａ）実行手順

提供ジョブ制御文の中のテスト用コピー句（メンバ名：TESTCOPY）を基にコピー句解析出力機能を

実行した後のコピー句解析情報ファイル（◆参照 → 7.7）と提供テストデータを使用して実行

する．

以下にその手順を示す．

① ジョブ制御文を修正する．説明以外の箇所は“7.6 簡易帳票出力機能用ジョブ制御文の作成”

で修正した内容と同様である． ◆参照 → 7.6

－ SYSIN 制御文は，インストールしたものをそのまま使用する．修正してしまった場合は，

図7.9 のとおりに修正する．

－ MST DD 文に，提供テストデータ（DATATOOL.TESTDATA ）のデータセット名を指定する．

－ JSMYDM01 DD 文に，7.7 でメンバ“TESTCOPY”を作成済みのコピー句解析情報ファイルの

データセット名を指定する．

② 実行する．

ｂ）確認方法

以下の項目を確認する．

① プログラム“JSMYP000”が完了コード０で終了する．

② REP DD 文で指定した出力先に，簡易帳票（図7.10）が出力される．

もし，結果に異常がある場合は，ジョブ制御文に修正ミスがないか7.6 の作業を再確認する．

簡易帳票出力機能確認 99年99月99日 1 ペｰジ

ﾃｽﾄ項目01 ﾃｽﾄ項目04 ﾃｽﾄ項目07 ﾃｽﾄ項目02 ﾃｽﾄ項目05 ﾃｽﾄ項目08
1 A あ 1 A あ
2 B い 2 B い
3 C う 3 C う

合計 6 6

図7.10 簡易帳票
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